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ブラックバースディホワイトルーキーズ② 相克―ある禅僧と母との心の葛藤

ぼくらは星を見つけた 銀行屋と小間使い猫あきらめなかった男　大黒屋光太夫の漂流記

鎌倉の民宿に、 ある家族が長

逗留している。 息を潜めるよ

うに暮らしているが、 実はテレ

ビでも特集されたことのある有

名人たちらしい。 病院で新生

児の頃に子供を取り違えられ

た二組の家族が支え合い、 共

同生活を営んでいたことが注

目されたのだ。 それが、 なぜ

いま隠れ住んでいるのか？原

因は、 予期せぬ殺人事件と、

その驚くべき顛末にあった。

北海道の 『空知総合病院』 で

働く研修医四人は、 研修開始

から三か月がたち、 本格的な

夏を迎えようとしていた。 少し

ずつ医療現場に慣れつつある

彼らであったが、 新たな科に

配属になるや否や、 超緊急帝

王切開が必要な妊婦が救急搬

送されてくる。

白隠と並び称される誠拙周樗。

不世出の名僧と母との心の葛

藤を描いた感動作。 禅僧とし

て最高位に上り詰めた誠拙周

樗は七歳のとき小僧に出され

た。 最愛の母に捨てられたもの

と思っていた彼は、 母の死後、

それが苦渋の選択であったこと

を知った。 母の辛い気持ちを

顧みることが無かった吾身を深

く恥じて後悔。 そして懺悔の旅

に出た。

丘の上の青い屋根のお屋敷

に、 彼女たちは住んでいまし

た。 ご主人のそらさんと、 十

歳の星 （セイ）。 そしてハウ

スキーパーのシド、 白猫のダ

リア。 そらさんの旦那さんは、

十数年前に亡くなった、 天文

学者の桐丘博士です。 専属の

庭師と、 そらさんの主治医が

出入りするほかは、 現実から

切り離されたように静かなとこ

ろでした。

十年屋の優秀な執事猫カラシの

弟子で、 かわいい子猫ミツの主

人に選ばれたのは、 魔法街一の

かたぶつ、 銀行屋のギラトでした。

ミツに選ばれたときの、 ギラトの

喜びようといったら！　大はしゃぎ

でダンスをしたギラトの姿は、 い

まだに魔法街の語りぐさになって

いるくらいです。 ギラトとミツ、 一

人と一匹の毎日は、 さぞかし幸せ

いっぱいかと思いきや……そうう

まくはいかないようで？

江戸時代は鎖国により、 海外

への渡航は禁止されていまし

た。 そんな時代に、 はるかサ

ンクトペテルブルクまで１０年間

にもわたる大冒険をした男たち

がいたのです。 船頭 ・ 大黒屋

光太夫と船乗りたちです。 彼

らの船は嵐に遭い、 何ヶ月も

の漂流のはてにロシアの離島

にたどり着きました。 不屈の漂

流者の冒険を描く歴史アドベ

ンチャー。
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▷教育委員会

☎２－３０１１

開館日時　火水金土
12時00分～18時00分

麻加 朋  著

廣嶋 玲子  作

鬼島 紘一  著

戸森 しるこ  作

佐伯 アキノリ  著

小前 亮  作

こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
車
両
入

替
え
の
た
め
左
記
の
と
お
り
売
払
一
般

競
争
入
札
を
行
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

１
．
入
札
物
件

・
物
品
名
（
車
種
名
）
▼
旧
資
源
収
集

車
（
三
菱
）

・
登
録
番
号
▼
未
登
録
（
令
和
４
年
６

月
26
日
車
検
切
れ
）

・
乗
車
定
数
▼
３
人

・
排
気
量
▼
４
・
８
９
Ｌ

・
取
得
年
月
日
▼
平
成
21
年
６
月
24
日

２
．
入
札
参
加
申
し
込
み

・
申
込
期
間
▼
令
和
５
年
９
月
１
日
か

ら
令
和
５
年
９
月
27
日
ま
で

※
郵
送
で
の
お
申
込
み
の
場
合
、
申
込

期
限
最
終
日
ま
で
の
必
着
と
し
ま
す
。

・
受
付
時
間
▼
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
持
参
の
場
合

・
提
出
場
所
▼
宗
谷
郡
猿
払
村
鬼
志
別

西
町
１
７
２
番
地
１

猿
払
村
役
場
住

民
課
生
活
環
境
係
（
☎
０
１
６
３
５
‐

２
‐
３
１
３
３
）

・
参
加
資
格
▼
入
札
に
参
加
で
き
る
者

は
、
次
の
条
件
を
す
べ
て
備
え
て
い
る

個
人
又
は
法
人
と
す
る
。

⑴
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
22
年
政

令
第
16
号
）
第
１
６
７
条
の
４
の
規
定

に
該
当
し
な
い
者

⑵
猿
払
村
暴
力
団
排
除
条
例
（
平
成
24

年
９
月
24
日
条
例
第
23
号
）
第
２
条
第

１
号
、
第
２
号
及
び
第
４
号
に
該
当
し

な
い
者
及
び
そ
の
者
と
生
計
を
一
に
す

る
者
で
な
い
者

⑶
国
税
及
び
地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
者

⑷
猿
払
村
指
名
業
者
登
録
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
者

⑸
猿
払
村
内
に
本
店
・
支
店
ま
た
は
営

業
所
等
を
有
す
る
者
か
、
村
内
で
営
業

を
行
っ
て
い
る
者

・
申
し
込
み
方
法
▼
次
の
書
類
を
申
込

猿
払
村
公
有
財
産
（
車
両
）

売
払
一
般
競
争
入
札

２
０
２
０
年
９
月
20
日
、
礼
文
町
ウ

ヱ
ン
ト
マ
リ
地
区
で
竜
巻
の
発
生
に
よ

り
、
住
家
屋
根
の
は
く
離
や
倉
庫
の
破

損
な
ど
多
く
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
、
宗
谷
地
方
で
は
過
去
に

数
件
の
被
害
事
例
が
あ
り
ま
す
。
竜
巻

に
遭
遇
し
た
人
か
ら
は
、
雲
の
底
か
ら

地
上
に
伸
び
る
漏
斗
状
の
雲
を
見
た
、

ゴ
ー
と
い
う
聞
い
た
こ
と
の
な
い
音
が

し
た
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
り
や
す
い
場

合
、
気
象
情
報
、
雷
注
意
報
、
竜
巻
発

生
確
度
ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト
、
竜
巻
注
意
情

報
を
段
階
的
に
発
表
し
て
注
意
を
呼
び

か
け
、
天
気
予
報
番
組
な
ど
で
は
、「
大

気
の
状
態
が
不
安
定
」
と
伝
え
ら
れ
ま

す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
の
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
遭
遇
し

た
ら
、
頑
丈
な
建
物
の
中
に
避
難
す

る
、
１
階
の
、
で
き
れ
ば
窓
の
な
い
部

屋
に
移
動
す
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て

く
だ
さ
い
。

■
稚
内
地
方
気
象
台

☎
０
１
６
２
‐
２
３
‐
２
６
７
９

期
間
中
に
郵
送
又
は
持
参
に
よ
り
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

⑴
入
札
参
加
申
込
書
（
別
記
様
式
第
１

号
）
※
役
場
住
民
課
窓
口
で
取
得
さ
れ

る
か
、
猿
払
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
こ
の
お
知
ら
せ
の
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
行
い
、
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

⑵
法
人
登
記
現
在
事
項
証
明
書
（
法

人
）
又
は
営
業
証
明
書
（
個
人
）

⑶
国
税
及
び
地
方
税
の
納
税
証
明
書

（
未
納
の
税
額
が
な
い
こ
と
の
証
明
）

※
猿
払
村
指
名
業
者
登
録
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
者
で
納
税
証
明
書
の
添
付

を
さ
れ
て
い
る
場
合
は
免
除
す
る
。

３
．
売
払
い
車
両
の
下
見
日
時
及
び
下

見
（
受
渡
し
）
場
所

・
下
見
日
時
▼
令
和
５
年
９
月
１
日
か

ら
令
和
５
年
９
月
27
日
ま
で
の
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

下
見
（
受
渡
し
）
場
所
▼
猿
払
村
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

４
．
入
札
保
証
金

・
猿
払
村
公
有
財
産
売
払
入
札
要
領
第

６
条
の
規
定
に
よ
り
免
除

５
．
入
札
（
開
札
）
日
時
及
び
場
所

・
入
札
日
時
▼
令
和
５
年
10
月
４
日

（
水
）

午
前
10
時

・
入
札
場
所
▼
猿
払
村
役
場
２
階

第

５
会
議
室

６
．
契
約
の
締
結

・
入
札
後
、
速
や
か
に
契
約
に
つ
い
て

事
務
担
当
者
と
打
合
わ
せ
を
し
ま
す
。

７
．
お
問
合
せ
先
等

・
こ
の
お
知
ら
せ
に
記
載
が
な
い
事
項

に
つ
き
ま
し
て
は
、
猿
払
村
公
用
車
売

払
仕
様
書
に
基
づ
き
回
答
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
左
記
の
番
号
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

８
．
そ
の
他

・
入
札
参
加
希
望
者
は
、
車
両
の
経
年

劣
化
が
著
し
い
た
め
、
下
見
を
す
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
猿
払

村
公
有
財
産
売
払
入
札
要
領
等
、
そ
の

他
関
係
法
令
の
規
則
、
こ
の
内
容
を
ご

理
解
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
住
民
課
生
活
環
境
係

☎
２
‐
３
１
３
３

９
月
は
「
固
定
資
産
税
の
第
３
期
」

と
「
国
民
健
康
保
険
税
の
第
３
期
」
の

納
期
で
す
。
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
住
民
課
税
務
係

☎
２
‐
３
１
３
３

道
と
村
は
、
道
税
及
び
村
税
の
収
入

確
保
を
図
る
た
め
、
９
月
に
個
人
住
民

税
を
含
む
村
税
の
滞
納
事
案
に
つ
い

て
、
差
押
予
告
や
財
産
調
査
を
実
施

し
、
各
種
財
産
の
差
押
え
な
ど
、
滞
納

処
分
を
強
化
し
ま
す
。

納
税
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
早
急

に
納
税
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

【
道
税
に
関
す
る
こ
と
】

■
北
海
道
宗
谷
総
合
振
興
局
税
務
課

☎
０
１
６
２
‐
３
３
‐
２
５
１
９

【
村
税
に
関
す
る
こ
と
】

■
住
民
課
税
務
係

☎
２
‐
３
１
３
３

税
務
係
か
ら

納
期
の
お
知
ら
せ

竜
巻
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

道
税
・
村
税
の
全
道
統
一
的

な
滞
納
整
理
を
実
施
し
ま
す




